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令和７年６月 14日 

共同生活援助 喜和璃 

 

 

 



○日時 

令和７年 6月 14 日（土） 

○場所 

共同生活援助事業所 喜和璃 

○参加者 

・地域連携推進員：A様（旦那様、奥様）※地域の関係者 

・相談支援専門員：B様※福祉に知見がある人 

・市の職員：C様※施設等の所在地の市町村担当者等 

・利用者の家族：D様※欠席されました。 

・利用者代表：E様※利用者様代表 

・グループホーム管理者：木村事業総括、田場小 

○議題内容 

・施設見学（10分） 

・喜和璃の事業内容の説明（15分）担当：木村事業総括 

・各自、自己紹介（15 分） 

・トークセッション（60分） 

 

 



 

1. 地域連携推進会議の目的について 

地域連携推進会議は、施設と地域の連携や利用者と地域の関係づくりを目的に始まりまし

た。ぜひ、みなさんの日ごろの思いやご意見を自由に発言していただき、短い時間ですが、

有意義なものにしたいと思っています。いくつか注意点をお話させていただきます。 

会議内で知り得た情報の秘密保持について、本日の会議で知った個人情報等については、外

部に漏らすことがないようにご配慮ください。（参加承諾書にて、同意をえています。） 

会議の議事録の扱いについては、会議終了後に議事録を作成し、公表することが義務付けら

れているため、当事業所の自社ホームページで公表を致します。 

2.自己紹介 

・地域住民代表者：A様 

縁あって、魚屋町に住んでいて、サラリーマンを定年して、今は後期高齢者になりまし

た。生まれ育った場所であり、町内では、町内会の役員をしています。町内会の役員（会

計、副会長、会長）はほぼ経験しています。自分らの親世代の方が皆いなくなると、町が

無人になってしまう恐れがある。城下町は一年を通して、毎月イベントが多くあり、その

月々によって、犬山祭り、どんど焼き、お祭りの太鼓、決算総会、秋葉さんの夏祭り、流

しそうめん、花火、アンドンを灯す、敬老会、新年会、からくり、そうだがや、冬まつ

り、等のイベントが活発であるとのこと。 

前務めていた会社のＯＢ会の役員も務めており、400 人規模の総員数の会長もなさってい

る。他にも、名古屋の保育園の修繕事業の評議員や犬山市の明るい選挙推進委員で選挙の

開票の立会人や、選挙の出前講座を行っています。 

・知見を有する者：B様 

相談支援事業所で相談支援員をしています。本日は地域連携推進会議をすることで、障が

いを持っている方と地域の方々との繋がりがうまく作れれば良いと思います。 

行政関係者：C様 

犬山市の障がい者支援課の担当の者で、地域連携推進会議を行うことで、グループホーム

がどのような施設なのかを地域の方々に認知してもらうことで、閉鎖的な環境にならない

ようにし、風通しが良い環境に繋がっていけばよいと思います。 

ご家族様：D様 

※ご都合により、ご欠席。 後日、本会議の内容を伝え、施設見学を行う。 

利用者様：E様 

グループホームに入所している、Ｅです。今、求職活動を頑張っています。 

事業所職員：管理者 F サビ管 G 

 

2. 法人・事業所紹介 

※パンフレットに沿って説明。 



 

 

喜和璃は犬山城下町の中にあります。現在、障がい区分、1～5の方が利用しています。 

入浴に関しては、自分で身体を洗えない、洗髪も出来ない人には、その方々に合わせた、入

浴介助をし、入浴後にも、看護師による指示の元、必要なケアを行い、その人に合わせた対

応を行っています。食事に関しては、栄養満点で、季節に合わせた食事のメニューを提供し

ており、バラエティー豊かな内容を考案し、日々世話人さんが、愛情たっぷりの料理を作っ

ています。余暇としては、天気が良い時には、城下町へ散歩出かけたり、夜な夜な出歩いて

市内のパトロールをしたり、買い物実習に出かけたり、自分たちでお弁当を作ってピクニッ

クに出かけています。これは、健康維持にもつながる事であり、利用者の方々への健康管理

には注意をしております。先ほど述べたように、外部に出る活動を企画もしますが、大事な

事は、自分たちで出来る生活動作能力の維持です。生活する上で必要な力というのは、衣・

食・住に関わるすべての事です。障がいを持っている方は、健常の方とは違い、独りで、で

きることが限られてしまいますが、決してできないわけではないと思います。どうしたら自

分でできる様になるのか、それは毎日繰り返す日々の中で、様々な経験をさせ、独りで出来

なくても、仲間と助け合えばできることもあるので、出来る人ができない人を助け合う事で

生活が成り立っていけばよいのではないのか。と考えています。福祉というのは、助け合い

の精神が根本にあると私たちは信じているので、その助け合いの精神がこの GH や地域、

はたまた社会にまでつながっていけば、互いに住みやすい住環境に繋がっていくのではない

でしょうか？ 

喜和璃は利用者にとって、第二の家という事を念頭に置き、集団生活の中で互いの関係性を



築きながら、楽しく、安心・安全に暮らす事で、地域との繋がりを深めていきたいと思いま

す。 

・ぽんぽこネットワークの理念 

※※パンフレットに沿って説明。 

 
3. 利用者と地域の関りについて 

サビ管 G 

地域連携を考える上で必要なのは、相互の理解が重要であると思います。投薬をしている

方も生活されており、中にはてんかん発作を持つ方もいらっしゃるので、てんかん発作等

が出た場合には、救急車を呼ばないといけなくなることもある場合があります。救急車を

呼ぶことになった場合には、夜間従事者が引率することになり、その場合、緊急対応とし

て他の職員を応援要請するのだが到着までの間は、動けないこともある。命にかかわるこ

とがあるので、迅速に対応することが求められることを説明し、その場合には、地域で助

け合っていけるとありがたい。 

管理者 F 

ハローワークなどに行って、企業連携を目的に懇談する中で、企業の方々から踏み出せな

い理由は、その子のために、一人従業員がつかないといけない。責任が取れないという現

実がある事を指摘された。国からも雇用率をあげるようにと言われているが、雇用をする

側に必要な対策も作ってあげることが必要と考える。地域の方々へのイベントに誘われる

こともあるのだが、やはり責任の問題になることも懸念点の一つである。まずは、地域の

人と関わる機会を作っていく事で、利用者と地域の関わりを深くしていければと思う。 



 

4. 施設見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・防災設備を見ていただき、説明をする。 

・利用者の方の同意を得て、居室内の見学。備品の確認、趣味の話。 

・共同スペースの備品、備蓄品の説明。 

 

6.ご要望・ご感想 

・地域住民代表者：A様奥様より 

幼稚園で仕事をしていた経験から、幼児の生活を見ていると、皆でフォローをしていく。

ある程度、環境を作っていけば、自分たちで動いて行ける。地域の方々との付き合い方と

して、言わせてもらうならば、最初にどんな特性があるのか、言ってほしい。利用されて

いる方の決まったこと、やれること、やれない事等の特性を教えてほしい。 

 

・知見を有する者：B様 

こういった会議をすることで、地域の方々の顔を見合わせながら話をする場はとてもいい

ですね。また、定期的にこのような会を開催して、繋がりができていくことを望んでいま

す。 

 

・行政関係者：C様 

閉鎖的な環境になりやすいことが多いですが、ぽんぽこさんは、オープンにやっている印

象を受けました。定期的に開催されることで、透明性のある事業所運営に繋がり、利用さ

れている方の安全安心に留意されつつ、地域との方々とのつながりを深めていけることを

望んでいます。 

 

利用者様：E様 

また、お願いします。挨拶頑張ります。 


